
活きる空き
学生団体 ISARIBI with

名畑公晴(北海道大)

三浦なず菜（教育大函館）



はじめに、３つの家屋をご覧ください。





みんたこ





１つは、現在リノベーションが進んでいます。

１つは、新しいお店の開店準備中でした。

１つは、利用の目途が立っていない空き家です。



情報が見えないと、わからないですよね？



＝市民の目線では、実際の数より多く

空き家があると認識されているのでは？

情報が見えないと、わからないですよね？



町に活気が無い…？

人が減っている…？

マイナス印象を与える

学生50名への聞き取り

空き家が多いこと、町の衰退が見えると、
「住みたくない」という考えが増える 44％

空き家が多く見える町って…

悪循環



でもこの状況、

実はチャンスです。

ゲイン効果

マイナス→プラス印象の方が

もともとプラス印象よりも、

より好意的に見える

（Aronson & Linder, 1965）



再活用されて
良いカンジな場所も多いですよね！

新しいこと始まってる！

これからに期待できる！

プラス印象を与える

再利用されることが目に見えたら、
町の印象が良くなると答えた学生

[学生50名への聞き取り］

58％

好循環



ただ…、



✓年単位の準備期間

✓数百万円～の費用

✓実現させる熱意

課題

・空き増加ペースに追いつかない

・準備しているうちに去っていく

自分が実践しよう！と思えますか？・できますか？

空き家の「再活用」って現実、簡単なわけがない。



そこで 立ち上がったのが

活きる空き



空き家 準備中 再活用

マイナスに見えがちな段階も…、

参入



マイナスに見えがちな段階も…、

空き家 準備中 再活用参入

プラスに見えるようにすれば、

まちへの期待を高める 「活きる」 空きにできる！



例えば。

見えれば、交流が増える



西部地区に佇んでいる古民家。

実は、リノベーション計画が動いていた。



現地でヒアリングすると、

独特すぎる歴史に驚愕。

どうすれば面白さが

伝わるか話し合い…



新聞風なら、

見えて、

読めて、

伝わるかも？



シャッターって

実は大きな

メッセージボード！



通りかかれば見えるように。

良いコミュニケーションを
生みだす「活きる空き」へ。



もう一つ例えば。

見えれば、町に楽しみが増える



中島廉売で並ぶシャッターの1つ

実は、画期的なたこ焼き屋が準備中だった。



町の子どもたちへの

アツい想いを伝えてもらう

子どもたちが

ワクワクして開店を待てるには？



シャッターアートで、
お店が始まると一目でわかるように。

開店への期待を高める
「活きる空き」へ。

らくがきボードを置いて、 
いつでもやり取りできるように。



これらを作ったのは、デザインも町づくりも素人の学生たち。

2024年からの活動で 作った活きる空きは 市内８箇所。



学生レベルかもしれない。

でも、町中にプラス印象をちょっと増やせたんです。

学生レベルでできるなら。

誰にでも、町中にプラス印象を増やせると思いません？



✓年単位の準備期間

✓数百万円～の費用

✓実現させる熱意

空き家の「再活用」 「活きる空き」 つくり

✓2か月で計画～作成

✓数千円で1件できる

✓楽しんで町と関われる

400万円と作り手がいれば、

函館の空き家すべてをプラスにすることだってできる。



活きる空き は、助走です。

活きる
函館利用

これから活性化するなら
関わりたい

もうちょっと函館にいても
いいかな

活きる
空き 再利用



これからも。



利用方法がまだ決まっていない空き家。

あなたなら、どうやってプラスに魅せますか？



活きる空きの活動は２年目に突入します。

ただ実は、チームが小さくなっています。

『あれ、活動メンバー、学生だけに限定する意味ってないのでは？』

一緒にやる人が増えるなら、町のプラスはもっと増やせる。

今日から！作り手の間口を広げます。



活きる空き

でした！

町を知りたい、

町に見せたい、

町と関わりたい方、ぜひ一緒に。
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